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◇全校で「朝鬼ごっこ」　火：１・６年、水：２・５年、木：３・４年
　　　　雨の日：３分間のダンス
◇元美作大学の津田先生を招聘し、全学年で体育に
　リズムジャンプを取り入れて実践
＜新体力テスト＞　５月実施
　「運動やスポーツすることが好きか」肯定的回答
◇低学年９４％、　中学年８８．９％、　高学年８８．５％
　「体育の授業は楽しい」　完全肯定回答「楽しい」のみ
◇低学年７５．３％、　中学年７７．５％、　高学年５１％
「新体力テストのAB段階割合」◇男子２７％、女子２２．２％
□運動に興味は高いが、授業が楽しいと完全な肯定回答に
なると１０％～３０％程度、高学年になるにつれ下がる。
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自己評価（中間）
具体的計画 今年度の達成基準

（１）自分には、よいところがある。本校７２．７％　全国８４．１
（２）将来の夢や目標がある。本校７６．３％　全国８２．４
（３）地域や社会をよくしたい。本校８７．３％　全国８３．５
　（結果の分析）
□自己肯定感は全国よりも１０％程度低い。
◇全校による「サツマイモ」や「とうもろこし」、「野菜」等の栽
培活動を実施。別室児童による学級園栽培を実施。

◇元岡山大学　中山先生の校内研修
【非認知能力の育成】と【高野小キャラター「にじりん」】
　昨年度から高野小キャラクター「にじりん」を、「やさしくす
る」「ねばる」「きりかえる」「おちつく」「楽しむ」「チャレンジ」
「一緒にやる」のの７つの「にじりん」に整理し、非認知能力
の育成と関連させた授業や活動に取組でいる。
　２学期に授業公開１０月・１２月

◇１学期の残食　本校７．７％（市平均：４．６７％）

2学期末実施
（１）自分には、よいところがある。　　　　本校７０．４％
（２）将来の夢や目標を持っている。　　　本校７６．３％
（３）地域や社会をよくするために何かしたい。　本校８０．３％
　（結果の分析）
□おおむね7割の児童は自分なりに頑張っている肯定的な意見がある。
　先生がよくほめてくれる、認めてくれると感じている児童は8割になる。
◇全校による「サツマイモ」や「とうもろこし」、「野菜」等の栽培活動を実施。
　別室児童による学級園栽培「すいか」「じゃがいも」等を実施。
　→今年度は全校で取組、ペア学年で収穫や調理を実施できた。

◇非認知能力の育成に関わる公開授業
→　授業公開（10月・12月・1月）
◇個人の頑張りを全校で表彰する取組
　　「にじりん賞」（英語、読書、あいさつ、自主学習、歌声、なわとび、など）個々の
頑張りを表彰する取組
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自己評価（最終）

B

・開校１５０周年記念の学習発表会を柱
に、全学年、総合的学習「たかの（つや
ま）郷土学」の基本カリキュラムが完成し
た。（例：３年：高野のお店　４年：高野の自
然災害　５年：高野の米作り、マリ交流　６
年：高野の歴史、平和集会

・ほぼ毎日、地域の方が来校。地域ボラン
ティアの充実。
　年間でのべ９００名の方が来校（あいさ
つ運動を除く）

・学校と地域との双方向での新たな交流
を検討する。学校運営協議会等で熟議す
る。

C

B

☆「高野小学校で大切にすること」をプレ
ゼン資料にまとめ毎週発信した。具体的
な取組とその目的について教職員で共通
理解しながらフィードバックする機会となっ
た。
　併せて、学校HPを毎日更新したり、学校
だよりでは学校の現状や学校全体での取
組を掲載したりして、保護者や地域の理
解協力のための情報発信を行った。

☆毎週、企画チームで学年学級、児童の
状況について情報共有を行った。

☆来年度は、美作大学との連携事業を実
施する予定である。年１５回、金曜日の午
後に美作大学４年生１７名が来校し、３年
生以上のクラスにおいて、基礎力向上の
取組を行う。
　教材や内容については、本校の課題を
分析し、それを踏まえて設定する予定で
ある。

☆学力と同様、体力も本校の課題である
ことから、来年度も取り組みを継続する。
活動内容が長期に渡ると、マンネリ化して
いる傾向もあるから、全職員で年間計画
の見直しを行う。

学校関係者
評価分析・改善方策

B

（　Ａ：目標を上回った　　Ｂ：ほぼ目標どおり　　Ｃ：目標を下回った）

＜教師アンケート＞
◇「１時間の授業を「振り返り」まで行っているか」（7月末）
　３年：９０％　4年：ほぼ１００％　５年：２０％　６年５０％
□中学年は授業タイムマネジメントを実行。高学年で「まと
め」や適応題までで時間切れとなっている状況。
＜児童アンケート＞
◇「授業が楽しい」８４％　「チャイムスタートができる」８８％
○全学級で共通した指導の事項
　・返事、挙手をビシッと徹底（「はい」の返事、声を出す）
　・笑顔で明るく、ポジティブな雰囲気づくり
　・誉める、認める、温かい言葉のシャワーを注ぐ　等
□どのクラスもスピードとテンポの意識はあるが、まだまだ教
師主導で教　師が話をする時間が多い。
□チーム担任制や教科担任制により日常的な授業の情報
交換は活発に行った。

B

C

　（全国・県学力調査結果分析）
□　３年と５年は、国・算とも県平均よりも５ポイント程低く、問
題数で、２～３問程、正解が少ない。基礎学力定着を
□　４年は、県平均と同程度。算数は、問題数で、１問程、正
解が多い良好な状況。読解力に重点を置いた取組を
◇６年国語６２　全国‐５．７　・６年算数４７　全国　‐１６．４
（１）家庭学習（１日１時間以上）本校３２．７％　全国５４．６
（2）1日のゲーム（3時間以上）本校５９．９％　全国４９．２
（３）授業でタブレットを毎日使用。本校１４．５％全国２５．３
＜１学期単元テスト＞３年国語８０．３点　算数８２．７点
／４年国語８７．３点　算数７５点
＜宿題提出率＞◇２年９０％、３年９６．３％、
　　　　　　　　４年　９３．３％、５年８４．５％、６年９３．３％
□２～６年の宿題提出率９４％と８０％を越える。
　　家庭学習時間はいずれも３０分以下の割合が多い。
＜タブレット使用＞◇全学年、毎日活用。
◇持ち帰り・・・３年、４年、６年は週２回、５年は毎日。

B

＜教師アンケート＞
◇「授業で「振り返り」まで」（１月末）３～4年：ほぼ１００％、５年：７０％　６年８０％
□中学年、高学年とも、授業タイムマネジメントがなされている。
＜児童アンケート＞
◇「授業が楽しい」　　　　　　　　　　　　　９０％
　　「チャイムスタートができている」　　　９０％
○全学級で共通した指導の事項、日頃の授業について、
改善①　まとめ、振り返りまで必ずやりきるタイムマネジメント力を意識する。
改善②　『書く力』の育成として、　「びっしり書かせる」を徹底する。
改善③　主体性の育成として　「必ず挙手、〇×、名札で表明等」の機会をもつ。
改善④　授業の中で仕掛けを実施した。「ギミックブラッシュアップシート」の活用。
□２学期は授業研究を２回全校で実施。３学期で全職員が授業研究を行う。
　・各学年１人３回ギミックブラッシュアップシートを活用し授業公開を行った。
□チーム担任制や教科担任制により日常的な授業の情報交換は定着した。

＜岡山県学力調査結果＞　１１月実施
　◇４年国語６５．４　（県５９．９）＋５．５　・算数６６（県６４）＋２
　◇５年国語４９　　　（県５７．６）－８．６　・算数５０．１（県６０．７）－１０．６
　◇６年国語６５．４　（県７７．２）－１１．８　・算数５０．５　（県６９．１）－１８．６
　（結果分析）
□　３年と５年は、国・算とも県平均よりも５ポイント程低く、問題数で、２～３問程、
正解が少ない。特に基礎学力の定着を図る必要がある。
□　４年は、県平均と同程度。算数は、問題数で、１問程、正解が多い良好な状
況。基礎よりも活用型や読解力に重点を置いた取組が必要。
＜２学期単元テスト＞
　　３年国語８０．３点　算数８２．７点　／　４年国語８７．３点　算数82点
　　５年国語80点　　　算数７４．５点　／　６年国語7７．３点　算数７５点

◇全校で「朝鬼ごっこ」取組を継続
　　ペア学年　火：１・６年、水：２・５年、木：３・４年
　　　　（３分間鬼ごっこで２０人つかまえる）雨の日：３分間のダンス
◇元美作大学の津田先生が師範授業を実施。
　　全学年で体育の時間の導入にリズムジャンプを取り入れて実践
　　３、４年生での体育の公開授業実施。
　　２学期、3学期もリズムジャンプ継続。
□全校でなわとびを実施、チャレンジカードの活用など目標をもって挑戦する機
会を設けている。
□低学年、中学年は全体的に積極的であるが、高学年はまだまだ全体的な広がり
までは見られない。
■来年度は、異学年でのチャレンジなど工夫した設定が必要である
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